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大きく育て美咲の子ども　君の笑顔で未来がひらく

こんなことが決まりました
15議員が町政を問う
美咲町議会4年間の軌跡

主な内容
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美咲中央小学校の教室増築

地域の老朽ため池を改修

サテライトオフィスを誘致

新しい定住促進団地に着手

補
正
予
算

サテライトオフィスの 積 極 誘 致 で 地 域を活 性 化
１２月２日～15日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など３４件の議案が議決されました。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
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付
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０
０
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　美咲中央小学校の教室が不足となったため現
在の校舎に教室２室を増築。
〔小学校管理費２,７８４万円〕

　柵原地域の樫本池など老朽化した危険ため
池の補強工事を行い安全を確保。
〔地域ため池整備事業費１,０５０万円〕

　企業などの事務所を打穴上地内の空き家に
誘致するための施設改修補助金。
〔企画管理費７５０万円〕

　若者などの定住を促進するため新しい住宅
団地整備に向けた作業に着手。
〔用地取得造成事業費５２３万円〕
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意見の分かれた議案

サテライトオフィスの 積 極 誘 致 で 地 域を活 性 化
１２月２日～15日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など３４件の議案が議決されました。

12月議会
でこんなことが
決まりました

議 

員 

発 

議

条
　
　
例

協
定
締
結

陳
　
　
情

地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求

め
る
意
見
書

地
域
高
規
格
道
路
「
美
作

岡
山
道
路
」
早
期
着
手
に

向
け
た
取
り
組
み
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　
国
民
の
政
治
に
対
す
る

関
心
の
低
下
や
地
方
議
会

議
員
の
な
り
手
不
足
が
大

き
な
問
題
と
な
る
中
、
地

方
議
会
に
お
け
る
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
地
方
議
会

議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加

入
の
た
め
の
法
整
備
を
早

急
に
実
現
す
る
こ
と
。

　
こ
の
内
容
を
強
く
求
め

る
意
見
書
を
日
本
政
府
に

対
し
て
送
付
し
た
。

　
高
規
格
道
路
「
美
作
岡

山
道
路
」
の
建
設
に
際
し

て
は
ル
ー
ト
選
定
を
巡
っ

て
長
期
間
停
滞
し
て
い
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が
、
こ
の
ほ
ど
地
元
合
意

が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
早

期
の
事
業
着
手
に
向
け
た

取
り
組
み
の
強
化
を
図
る

こ
と
。

　
こ
の
内
容
を
強
く
求
め

る
意
見
書
を
岡
山
県
に
対

し
て
送
付
し
た
。

美
作
岡
山
道
路
の
建
設

促
進
を
求
め
る
陳
情

美
咲
町
飯
岡
上
自
治
会

　

会
長　

秋
山　

申
一

ほ
か
３
自
治
会
長

　

美
咲
町
全
体
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

課
題
で
あ
り
賛
成
多
数
で

採
択
と
し
た
。

要
　
　
望

津
山
圏
域
消
防
組
合

柵
原
出
張
所
庁
舎
移

転
に
関
す
る
要
望

美
咲
町
藤
原
自
治
会

　

会
長　

藤
原　

信
行

　

地
域
に
お
け
る
協
力
体

制
に
期
待
し
、
全
会
一
致

で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

町
営
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
表
層
整
備（
改
良
）に

つ
い
て
の
要
望

美
咲
町
藤
原
自
治
会

　

会
長　

藤
原　

信
行

ほ
か
８
自
治
会
長

　

現
状
に
お
け
る
借
地
な

ど
の
問
題
点
解
決
を
優

先
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し

た
。商

工
業
振
興
事
業
補

助
金
の
予
算
措
置
に
つ

い
て
の
要
望

久
米
郡
商
工
会

  

会
長　

脇　
　

利
幸

　

商
工
会
に
あ
っ
て
は
将

来
の
状
況
を
的
確
に
見
据

え
た
運
営
を
図
ら
れ
る
よ

う
意
見
を
付
し
全
会
一
致

で
採
択
と
し
た
。

○は賛成
×は反対

岡
田
議
員

山
本
議
員

下
山
議
員

松
島
議
員

三
船
議
員

江
原
議
員

金
谷
議
員

岩
野
議
員

松
田
議
員

形
井
議
員

延
原
議
員

山
議
員

左
居
議
員

小
林
議
員

林
田
議
員

議案
第１３９号 用地取得造成事業特別会計補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

要望８号 町営丸山グラウンドの表層整備（改良）につ
いての要望 × × × × × × × × ○ × × × × × ×

陳情４号 美作岡山道路の建設促進を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
議員発議
第６号

地方議会議員の厚生年金制度への加入を
求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議員発議
第７号

地域高規格道路「美作岡山道路」早期着手
に向けた取り組み強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

農
業
委
員・推
進
委
員
の

定
数
を
定
め
る

　

法
改
正
に
よ
り
農
業
委

員
会
委
員
の
選
考
方
法
を

改
め
る
。

津
山
市
と
定
住
自
立
圏

協
定
を
締
結

　

津
山
市
と
連
携
し
て
実
施

す
る
取
り
組
み
の
基
本
的
な

方
針
お
よ
び
役
割
分
担
を
定

め
る
協
定
を
締
結
す
る
。

農
業
委
員
会
の
委
員
お
よ
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

農
業
委
員
会
の
委
員
選
考

委
員
会
設
置
条
例

津
山
圏
域
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
関
す
る
協
定
書
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総務常任委員会からの報告
総務常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課が所管する予算その他の案件について審議を
担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／形井　圓　委員／延原正憲、江原耕司、三船勝之、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

※サテライトオフィス予定地を視
察した

　岡山市在住者が美咲町において６
次産業商品開発や特産品の掘り起こ
し、地域振興のイベント企画などを行
う事業所を開設する予定。

※「サテライトオフィス」…空き家などを利
用し、中山間地域外から町内に事業所を
開設する資金の一部を補助（県２／３、町
１／３）する制度

委 員 会 の活動

【税務課】
軽自動車税1,070万円増加

【まちづくり課】
津山圏域定住自立圏形成の協定

軽自動車税対象の車両台数も増加したのか。
軽自動車税増額に伴う歳入の増加であり、対象
車両総数は11,694台で27年度より189台減
少している。

圏域の範囲と協定項目は。
津山市を中心市として周辺5町が定住自立圏域
全体の活性化のため各政策分野36項目につい
て個別に協定するもので、このうち美咲町は共
通する35項目で連携する。

問 問
答 答

【情報交通課】
黄福タクシーに追加予算600万円

【情報交通課】
愛カード所持者227人が申請

黄福タクシーの利用状況はどうか。
好評で利用も順調に伸びており、28年度総額約
3,500万円を見込む。不足分600万円の追加が必
要となる。

免許証の自主返納によりタクシー券補助を申請
した人は何人か。
愛カード所持者のうち6,000円分のタクシー券
補助を申請した人は11月末で227人。

問 問
答

答

打穴上地内



みさき5

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する
予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／松島　啓　副委員長／金谷髙子　委員／林田　実、小林達夫、左居喜次の5人で審議しています。

香花温泉ほほえみの湯の現地を
視察した

　今回は、電磁弁の取り換えの補正
予算であったが、露天風呂の屋根な
ど修繕箇所が多くあることを確認し
た。

【住民課】
不法投棄の状況は

【教育総務課】
美咲中央小の教室増設

【福祉事務所】
生活保護の申請が増加

不法投棄の今の状況は。地域
別に年間を通してまとめてい
るか。
通報があったものが本年度は
中央地域７件、旭２件、柵原４
件。

美咲中央小学校の教室を2室
増設するが、設計委託料はど
うなっているのか。
29年４月に間に合わせるため、
予備費で対応している。

生活困窮者自立支援法の成果
と効果は。
生活保護の申請は増えている。
１０月末で９２世帯１１８人であ
る。ケースワーカーなどが就労
支援をしている。

問 問 問

答 答
答

【生涯学習課】
地域イベントの備品購入は

【健康福祉課】
総合福祉計画のアンケート

各地域でイベントが多く行われたが、以前から
要望があるテント、机、いすなど備品を購入す
る予定は。
29年度で予算化していきたい。

総合福祉計画のアンケート調査の概要は。
健康づくり、食育、地域づくりを中心とし、
2千人を抽出して行う。項目は前回より絞っ
ている。

問 問

答

答

打穴下地内
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産業・建設常任委員会からの報告
産業・建設常任委員会は、上下水道課：産業建設観光課が所管する予算その他の案件について審議を担当して
います。	 	 	 	 	 	 	 	
委員長／下山和由　副委員長／岩野正則　委員／ 山　剛、松田英二、岡田　壽の5人で審議しています。

【産業建設観光課】
建設工事などの議決案件

【上下水道課】
上水道の公営企業会計化

【上下水道課】
下水道事業費の減額

建設工事契約締結などの議決
を要する案件は契約する前の
段階で提案する必要がある。
十分な審議を必要とするもの
については慎重に対応してい
く。

当初は２９年度から上水道の公
営企業会計移行と聞いていた
がどうなるのか。
簡易水道再編事業が３１年度ま
で延長された関係で公営企業
会計への移行は３２年４月から
を予定している。

柵原公共下水道事業の予算が
7,700万円減額されている理
由は何か。
汚水関係の国庫補助が減額さ
れたことと雨水関係の事業を来
年度に延期したことによる措置。

問 問問

答 答答

【産業建設観光課】
鳥獣被害防止対策費の減額

【産業建設観光課】
農業委員会委員の選出方法

【産業建設観光課】
新しいぶどう集出荷施設

農作物鳥獣被害防止対策への
補助金が３,０００万円減額され
ているのはなぜか。
要望額に対して国の補助金が付
きにくい状況で、昨年６,０００万円、
今年３,０００万円の減額となった。

農業委員会委員の選出は従来の選
挙方式からどのように変わるのか。
２９年度からは、委員選考委員会
を開催して農業委員１８人、農地
利用最適化推進委員２８人を決
定する。

ＪＡつやまが建設する新しいぶ
どう集出荷施設はいつ完成す
るのか。
施設の完成は２９年２月末を予
定しており、新年度から稼働さ
せる。

問 問問

答
答

答

完成した打穴中配水池の施設を
視察した

事 業 名：中央簡易水道再編推進事業
事業年度：25年度〜28年度
事業規模：型式  ステンレスパネル配水池
　　　　  容量  1,000㎥×2基
総事業費：4億2,916万円

打穴中地内

委 員 会 の活動
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ページ 議員名 質　　問　　内　　容

8 下山　和由
１．各種委員への感謝状の贈呈はできないか
２．新年度予算での農林業の振興策は
◇　高齢者対策など補助金は

9
林田　　実 １．課統合の成果・効果は
三船　勝之 １．町長の３期目に向けた政策は

10 左居　喜次 １．給食費無料化の考えはないか
２．「美咲八景」を指定し町内外へ発信してはどうか

11 小林　達夫 １．雇用の場の確保はできないか
２．地域資源を生かせ

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

12 江原　耕司

１．シンボル的施設の進捗状況は
２．小・中一貫校の計画は
◇　財政出動を行うべきではないか
◇　分譲住宅地の確保は
◇　Ｉターンの受け入れは

13 岩野　正則

１．美咲芸術世界目標は達成したか
２．徴収の専門部署が必要ではないか
◇　公共施設の耐震化の状況は
◇　広報みさきへコマーシャルを入れることはできないか
◇　借地の解消は

14 延原　正憲
１．美作岡山道路の推進策は
２．期日前投票所の期間短縮は再検討を
◇　平成29年度予算編成方針は

15 金谷　髙子 １．災害から地域をどう守るか
２．給食の食品ロス削減への対応は

16 松島　　啓 １．町のシンボル的施設とは何か
２．人づくりの積極的な取り組みを

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
は
、

2
問
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
で
き
な
か
っ
た
質
問
は

◇
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

17 山　　剛 １．庁舎玄関に点字ブロックの設置を
２．町道両脇の支障木処理を早急に

18 山本　宏治 １．クリーンセンター開設に伴うごみの分別状況は
２．命の笛の普及はできないのか

19 形井　　圓
１．予算化された事業は早期着工すべきでは
２．対象者全員に支給するのが制度の趣旨だ
◇　平成29年度の主要施策方針および事業内容は

20 岡田　　壽

１．地域に残る若者に支援策を
２．生活困窮者へ各課の連携対応を
◇　名称の統一を願う
◇　公共施設などの総合管理計画の策定は

21 松田　英二 １．小規模災害への救済と予防の方策が必要

町
政
を
問
う
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各種委員への
感謝状の贈呈はできないか

新年度予算での
農林業の振興策は

担当課と協議していきたい

補助金を有効に活用する

問　
町
が
委
嘱
し
て
い

る
各
種
委
員
で
長
年

に
わ
た
る
貢
献
に
対
し
て
、

退
任
時
に
感
謝
状
の
授
与

を
も
っ
て
労
苦
に
報
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
特
に
、
愛
育
・
栄
養
の

両
委
員
の
選
出
に
苦
労
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
受
け
て
も
家
庭

や
仕
事
を
休
ん
で
任
務
に

つ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
近
隣
市
町
村
で
は
任
期
、

年
数
を
決
め
て
感
謝
状
を

贈
呈
し
て
い
る
が
本
町
の

対
応
は
ど
う
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

長
年
各
種
委
員
を

さ
れ
、
公
共
の
た
め
に
尽

力
し
た
こ
と
に
対
し
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
て
労
苦
に

報
い
る
こ
と
は
、
大
切
な

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　

町
条
例
施
行
規
則
で
は
、

各
表
彰
を
12
年
と
し
て
い

る
が
、
表
彰
事
務
取
扱
要

綱
の
中
で
対
象
者
に
町
長

名
義
、
あ
る
い
は
委
員
会

の
会
長
名
で
感
謝
状
の
贈

呈
を
担
当
課
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

問　
５
年
と
か
10
年
の

期
間
で
、
表
彰
と
か

感
謝
状
の
検
討
は
で
き
な

い
か
。

答
定
本
町
長

　

12
年
と
い
う
例
も

あ
る
が
、
少
し
緩
和
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

問　
農
林
業
の
振
興
策
は

　
①
耕
作
地
再
生
利

用
緊
急
対
策
事
業
の
補
助

金
は
。

　
②
林
道
整
備
・
間
伐
な

ど
へ
の
補
助
金
は
現
状
の

ま
ま
か
。

　
③
鳥
獣
害
被
害
対
策
へ

の
助
成
金
ま
た
は
補
助
金

の
増
額
は
な
い
か
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

①
未
定
で
あ
る
が
、
29

年
度
以
降
は
、
岡
山
県
予

算
を
経
由
す
る
荒
廃
農
地

等
利
活
用
促
進
交
付
金
事

業
へ
移
行
す
る
予
定
。

　

②
林
道
整
備
に
つ
い
て

は
、町
単
独
事
業
に
よ
る
森

林
作
業
道
開
設
事
業
で
、来

年
度
も
同
額
程
度
の
予
算

要
求
を
行
っ
て
い
く
。

　

③
単
町
で
の
補
助
金
は

現
状
維
持
と
考
え
て
い
る

が
、
国
・
県
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
年
間
予
算
の

都
合
に
よ
り
補
助
金
額
が

減
額
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

問　
有
害
鳥
獣
駆
除
に

対
す
る
助
成
金
に
つ

い
て
、
国
・
県
・
町
の
納

付
さ
れ
る
時
期
が
ま
ち
ま

ち
だ
と
聞
く
が
、
一
括
し

て
の
支
払
い
が
で
き
な
い

か
。答

矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

国
、
県
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
最
終
的
な
頭
数

が
確
定
し
て
か
ら
、
ほ
ぼ

年
度
末
の
支
払
い
に
な
る
。

下山和由 議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

農作物を守るために

日頃の活動に感謝します
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議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

効率的な業務を期待

林田　実 議員

三船勝之 議員

課統合の成果・効果は

町長の３期目に向けた政策は

仕事量と職員の配置数を　　
検証したい

財政健全化を第一に 　
シンボル的な建物を

問　
産
業
課
・
建
設
課

の
統
合
に
よ
り
、
課

長
不
在
の
機
会
が
増
え
た
。

　
決
裁
な
ど
の
遅
滞
が
予

想
さ
れ
る
が
、
現
在
ま
で

の
経
緯
と
経
過
は
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

職
員
数
は
同
じ
で
あ
り

従
来
ど
お
り
支
障
な
い
。

　

仕
事
量
が
増
え
職
員
数

の
不
足
は
感
じ
て
い
る
。

問　
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
に
は
職
員
が
ス

ム
ー
ズ
に
働
け
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
れ
に
は
統
合
後
の
成

果
お
よ
び
効
果
の
検
証
が

重
要
で
は
な
い
の
か
。

問　
町
長
は「
地
域
づ
く

り
」「
人
づ
く
り
」「
健

康
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、町
発
展
に
努
め
て
き
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
の
国
勢

調
査
で
は
５
年
間
で
１
，２

１
０
人
、
率
に
し
て
７
・
７

％
も
人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
方
で
「
地
方

創
生
」
に
も
乗
り
遅
れ
た

感
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
町
長
に
問
う
。

　
①
国
勢
調
査
の
結
果
を

受
け
た
感
想
は
ど
う
か
。

　
②「
地
方
創
生
」に
対
す

る
認
識
は
ど
う
か
。

　
③
３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
８
年
間
、
ど
の
よ
う
な

施
策
を
実
施
し
、
そ
の
効

果
は
あ
っ
た
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

よ
り
効
率
的
な
業

務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
し
て
統
合
し
た
。

　

各
班
の
課
長
代
理
が
力

を
発
揮
し
て
お
り
サ
ー
ビ

ス
低
下
に
な
っ
て
い
な
い

と
信
じ
て
い
る
。

　

仕
事
量
お
よ
び
職
員
の

配
置
数
は
検
証
し
た
い
。

問　
産
業
課
の
統
合
で
、

町
長
の
思
い
で
あ
る

「
ピ
オ
ー
ネ
の
特
産
化
」

が
後
退
し
て
い
る
の
で
は

な
い
の
か
。

答
定
本
町
長

　

ピ
オ
ー
ネ
の
販
売

は
今
年
も
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

決
し
て
後
退
し
て
い
な

い
。
前
進
し
て
い
る
。

　
④
３
期
目
に
向
け
た
政

策
が
あ
る
か
。

答
定
本
町
長

　

①
人
口
減
少
は
情

け
な
い
と
い
う
１
点
で
あ
る
。

　

転
出
を
防
ぎ
、
魅
力
の

あ
る
美
咲
町
を
考
え
る
。

　

②「
地
方
創
生
」
に
、
確

か
に
乗
り
遅
れ
た
。

　

③「
人
づ
く
り
」に
つ
い

て
、
ま
ず
職
員
か
ら
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

　
「
地
域
づ
く
り
」は
、
自

主
防
災
組
織
が
１
０
０
％

で
き
た
。

　
「
健
康
づ
く
り
」は
、コロ

バ
ン
体
操
と
人
間
ド
ッ
ク
が

か
な
り
普
及
し
た
。

　

④
財
政
健
全
化
を
第
一

に
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設

が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

健康はコロバン体操から
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議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

給食費無料化の
考えはないか

「美咲八景」を指定し
町内外へ発信してはどうか

財政状況も厳しく
無料化は考えていない

大々的に売り出すことを
考えていきたい

問　
今
年
の
野
菜
高
騰

は
学
校
給
食
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
。ま
た
、今
後
の
対
策
は
。

　
次
に
、学
校
給
食
に
要
す

る
経
費
の
う
ち
、設
置
者
美

咲
町
の
負
担
部
分
と
、保
護

者
が
負
担
し
て
い
る
経
費

区
分
と
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額

は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
環
境

の
充
実
、
定
住
促
進
を
考

慮
し
て
、
義
務
教
育
過
程

で
の
給
食
費
を
自
治
体
で

負
担
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

食
材
高
騰
へ
の
対

処
方
法
は
、
野
菜
を
価
格

の
安
い
冷
凍
野
菜
に
切
り

替
え
た
り
、
牛
肉
を
豚
肉

や
鶏
肉
に
変
え
た
り
と
、

栄
養
価
を
変
え
ず
に
給
食

を
提
供
す
る
た
め
、
献
立

づ
く
り
に
苦
労
し
て
い
る
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、

年
度
途
中
で
の
給
食
単
価

の
改
定
は
難
し
い
た
め
、

今
年
度
に
限
っ
て
は
、
学

年
末
に
児
童
・
生
徒
１
人

に
つ
き
数
百
円
程
度
を
追

加
で
負
担
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
く
。

　

学
校
給
食
に
関
す
る
経

費
は
別
表
の
通
り
。

答
柴
原
教
育
長

　

給
食
費
の
自
治
体

負
担
に
つ
い
て
は
、
本
町

は
財
政
状
況
も
厳
し
く
、

学
校
給
食
の
無
料
化
は
考

え
て
い
な
い
。

問　
本
町
に
は
、
豊
か

な
自
然
、
多
く
の
有

形
・
無
形
の
文
化
財
、大
垪

和
西
、小
山
を
代
表
す
る
棚

田
、
三
休
公
園
、
柵
原
ふ
れ

あ
い
鉱
山
公
園
な
ど
の
観

光
名
所
が
あ
る
が
、ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
景
色
の
よ

い
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
公
募
、
審
査
に
よ
り
「
美

咲
八
景
」
を
指
定
し
、
町
内

外
へ
の
発
信
と
周
辺
整
備

な
ど
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

ま
ず
は
美
咲
町
の
い
い

と
こ
ろ
を
公
募
し
、選
定
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

周
辺
整
備
も
当
然
必
要

な
こ
と
だ
。

　

今
後
ど
う
す
る
か
は
、
関

係
各
課
と
も
十
分
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

美
咲
町
の
景
観
財

産
を
全
国
に
発
信
し
、

大
々
的
に
町
を
売
り
出
す

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
ま
ず
は
職
員
の
皆

さ
ん
に
応
募
し
て
い

た
だ
き
、
職
員
の
皆
さ
ん

が
美
咲
町
を
気
に
入
れ

ば
、
町
民
に
対
し
て
の
接

し
方
、
業
務
に
向
か
う
姿

勢
が
違
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

町
の
い
ろ
い
ろ
な

良
さ
に
気
づ
く
感
性
を
し

っ
か
り
持
ち
、
職
員
か
ら

美
咲
の
良
さ
を
誇
り
に
思

う
、
そ
う
い
う
気
持
ち
を

持
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

左居喜次 議員

時により姿を変える美咲の風景

平成２７年度学校給食に係る費用 （単位：千円）

児童
生徒数
（人）

保護者・教職員等　負担金 町負担金

児童生徒
給食費

教職員等
徴収金 計 人件費

光熱水
備品

保存食費
修繕費等

計

小学校 728 33,911 5,193 39,104 40,193 17,455 57,648
中学校 356 18,300 4,195 22,495 22,063 9,586 31,649
合　計 1,084 52,211 9,388 61,599 62,256 27,041 89,297
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小林達夫 議員

雇用の場の確保は
できないか

地
域
資
源
を
生
か
せ

生
か
す
た
め
に
は
体
制
づ
く
り
が
課
題

地理的条件と交通手段が
重要な要素

問　
人
口
減
少
が
進
む

中
、
若
者
が
定
住
で

き
る
町
、
若
者
が
帰
っ
て

く
る
町
に
し
た
い
が
、
働

く
と
こ
ろ
が
な
く
人
口
流

出
が
進
む
一
方
で
あ
る
。

　
雇
用
の
場
を
つ
く
る
取

り
組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

答
定
本
町
長

　

雇
用
の
場
に
は
地

理
的
条
件
と
交
通
手
段
が

必
要
で
あ
り
施
策
と
し
て

重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

美
作
岡
山
道
路
の
完
成

が
町
全
体
に
波
及
し
て
く

る
と
一
番
期
待
し
て
い
る
。

問　
「
地
方
創
生
」に
向

け
独
自
政
策
を
打
ち

出
せ
。

　
雇
用
の
場
づ
く
り
に
企

業
へ
訪
問
し
て
い
る
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

少
子
化
対
策
の
入

口
で
あ
る
結
婚
推
進
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
制
整
備
も
踏
ま
え

継
続
的
に
取
り
組
む
。

答
定
本
町
長

　

東
京
へ
行
っ
た
と

き
、
必
ず
あ
い
さ
つ
に
行

く
会
社
が
あ
る
。
関
連
企

業
の
誘
致
を
話
す
が
、
な

か
な
か
実
ら
な
い
。

問  

空
き
家
、
空
き
地

を
無
料
で
貸
し
出
し

て
会
社
の
誘
致
は
で
き
な

い
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

現
在
、
貸
し
て
い

る
も
の
と
の
整
合
性
を
検

証
し
、使
い
や
す
い
形
で
の

制
度
設
計
が
必
要
で
あ
る
。

問　
荒
地
が
増
え
て
い

く
棚
田
の
対
策
は
。

　
ま
た
、
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

を
誘
致
し
て
は
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

棚
田
の
維
持
と
営
農
活

動
持
続
の
た
め
に
活
動
支

援
を
今
後
も
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
誘
致

は
宿
泊
所
が
少
な
く
民

宿
の
検
討
、
体
制
づ
く
り

な
ど
課
題
も
多
く
難
し

い
。問　

日
本
農
業
遺
産
制

度
に
久
米
南
町
と
手

を
挙
げ
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

他
の
農
地
の
課
題

も
あ
り
、
な
か
な
か
で
き

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

問　
日
本
最
古
の
桃
太

郎
伝
説
発
祥
の
地
を

生
か
し
て
サ
ミ
ッ
ト
を
誘

致
、
卵
を
使
っ
た
美
咲
き

び
だ
ん
ご
を
作
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
本
町

を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

桃
太
郎
サ
ミ
ッ
ト

に
は
美
咲
桃
太
郎
の
会
と

参
加
を
し
て
情
報
発
信
を

し
な
が
ら
交
流
を
図
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
顔
出
し
記
念
撮

影
用
パ
ネ
ル
の
制
作
な
ど

で
他
課
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ

を
考
え
た
い
。

答
定
本
町
長

　

日
本
最
古
を
Ｐ
Ｒ

す
る
以
上
は
、
そ
れ
な
り

の
説
得
力
を
持
っ
た
も
の

が
必
要
で
は
と
思
っ
て
い

る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

もっと拡がれ働く場



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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江原耕司 議員

シンボル的施設の進捗状況は

小・中一貫校の計画は

あらゆる方面で検討している

保護者や住民の意見を
丁寧に聴いて取り組む

問　
決
算
で
公
債
比
率

も
順
調
で
あ
り
、
基

金
残
高
も
年
々
増
加
し
て

い
る
た
め
、合
併
の
象
徴
と

な
る
よ
う
な
思
い
切
っ
た

政
策
を
決
断
で
き
な
い
か
。

　
官
民
連
携
に
よ
る
シ
ン

ボ
ル
的
施
設
の
進
捗
状
況

を
示
せ
。

　
29
年
４
月
に
は
同
日
選

挙
も
あ
り
町
長
の
意
気
込

み
を
問
う
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
内
容
を
29
年

に
な
れ
ば
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
で
き
る
。

　

運
動
公
園
周
辺
を
対
象

に
現
在
官
民
連
携
事
業
の

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
教
育
・
健
康
な

ど
将
来
町
民
皆
様
か
ら
高

い
要
望
の
あ
る
施
設
を
建

設
す
る
場
合
、
施
設
の
管

理
負
担
を
少
な
く
す
る
な

ど
本
町
の
課
題
解
決
に
資

す
る
民
間
事
業
者
参
入
の

可
能
性
を
調
査
す
る
も
の

で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

官
民
連
携
に
よ
る

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
の
具
体
化

に
は
２
～
３
年
は
か
か
る
。

　

官
が
建
物
を
造
り
、
民

間
で
管
理
・
運
営
を
行
う

よ
う
な
形
を
想
定
し
、
現

在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
お
い
て
官
民
連
携
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
、
審

議
し
て
い
る
。

問　
小
・
中
一
貫
校
の

現
在
の
進
行
状
況
は

風
評
ば
か
り
が
先
行
し
て

具
体
的
な
政
策
と
し
て
見

え
て
こ
な
い
。

　
町
の
考
え
方
と
今
後
の

方
向
性
お
よ
び
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
柴
原
教
育
長

　

５
月
下
旬
に
立
ち

上
げ
た
柵
原
地
域
学
校
建

設
検
討
委
員
会
を
５
回
開

催
し
た
。

　

昭
和
53
年
開
校
の
柵
原

中
学
校
の
老
朽
化
に
伴

い
、
年
々
多
額
の
修
繕
費

が
必
要
な
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
早
い
時
期
に
校

舎
を
改
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
共
通
認
識
の
も
と
に

議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

昭
和
57
年
開
校
の
柵
原

西
小
学
校
、共
同
調
理
場
も

老
朽
化
に
伴
う
修
繕
箇
所

が
増
え
て
き
て
お
り
、柵
原

東
小
学
校
も
10
年
後
、同
様

の
状
態
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
７
月
末
に
は
１

５
０
人
参
加
の
合
同
懇
談

会
を
開
い
た
。

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
を

提
供
で
き
る
新
し
い
学
校

が
必
要
と
の
認
識
を
共
有

し
た
。

　

費
用
面
も
国
の
½
補
助

が
出
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

小
・
中
一
貫
の
義
務
教
育

学
校
制
度
を
活
用
し
た
い
。

　

委
員
会
で
の
議
論
の
方
向

性
を
踏
ま
え
保
護
者
や
地

域
住
民
の
意
見
を
丁
寧
に
聴

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

検討委員会の結論は

検討内容／事業計画に係る図表
運動公園周辺施設群

食堂・
物産館など
にぎわい施設

運動公園・
野球場など
屋外施設

＋α（周辺エリア）
集客施設・
複合施設

児童公園などの
レクリエーション

施設

体育館、
武道場など
屋内施設

学
習

食

健
康



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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岩野正則 議員

美咲芸術世界
目標は達成したか

徴
収
の
専
門
部
署
が
必
要
で
は
な
い
か

収
納
率
向
上
の
た
め
専
門
部
署
を
設
置
す
る

当初の目的は達成できた

問　
28
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
「
美
咲
芸
術

世
界
」
の
目
的
は
達
成
で

き
た
の
か
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

こ
の
美
咲
芸
術
世

界
で
は
、
国
内
外
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
10
人
が
美
咲
町

に
滞
在
し
て
、
公
開
制
作

の
場
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

の
実
施
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

ッ
ク
ト
リ
オ
の
生
演
奏
の

プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
、
外
国
人
を
含
む
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
、

作
品
展
示
な
ど
が
旧
大
垪

和
小
学
校
を
メ
ー
ン
に
、

町
内
20
会
場
で
行
わ
れ
た
。

　

多
く
の
人
に
絵
画
・
造

形
作
品
を
見
て
い
た
だ

き
、
地
域
文
化
の
振
興
と

ア
ー
ト
を
通
し
た
地
域
づ

く
り
、
美
咲
町
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
、
ほ
ぼ
目
的
が
達
成
さ

れ
た
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

は
、
引
き
続
き
展
示
可
能

な
作
品
は
展
示
し
て
い

く
。

　

こ
の
事
業
は
、
岡
山
県

の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
か
や
ま
連
携
会
議
委

託
の
事
業
で
あ
り
、
今
後

は
実
行
委
員
会
で
反
省
や

検
証
を
し
て
い
く
。

問　
町
税
な
ど
の
滞
納

状
況
と
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
①
現
在
の
滞
納
額
を
示

せ
。

　
②
徴
収
の
専
門
部
署
ま

た
は
、
係
の
設
置
が
必
要

で
な
い
か
。

答
遠
藤
税
務
課
長

　

徴
収
に
つ
い
て
は

県
の
市
町
村
税
整
理
組

合
、
滞
納
整
理
推
進
機
構

に
委
託
し
た
り
し
て
回
収

の
努
力
を
し
て
い
る
。

答
牧
野
住
民
課
長

　

取
り
組
み
と
し
て

は
、
本
人
、
遺
族
、
相
続

人
、連
帯
保
証
人
の
調
査
、

訪
問
を
し
て
い
る
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

督
促
の
努
力
は
し

て
い
る
が
、
県
の
市
町
村

税
整
理
組
合
に
も
徴
収
依

頼
を
し
て
い
る
。

答
山
下
上
下
水
道
課
長

　

滞
納
者
に
は
給
水

停
止
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
。

答
稲
谷
こ
ど
も
課
長

　

保
育
料
の
滞
納
１

件
分
は
８
万
円
で
29
年
８

月
に
完
済
さ
れ
る
。

答
岡
部
副
町
長

　

▽
町
民
負
担
の
公

平
性

▽
自
主
財
源
の
確
保

▽
組
織
を
横
断
し
て
全
庁

的
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
収
納

率
向
上
に
向
け
た
専
門
部

署
を
設
置
し
、
県
の
滞
納

整
理
組
合
と
連
携
し
て
推

進
し
て
い
く
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

アートの世界でまちおこし

一般会計 特別会計 合　　計

過  年（Ｈ２７以前） 9,407万円 1億8,039万円 2億7,446万円

現  年（Ｈ２８） 2,205万円 1,790万円 3,995万円

合　　　　　  計 1億1,612万円 1億9,829万円 3億1,441万円



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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美作岡山道路の推進策は

期日前投票所の
期間短縮は再検討を

地元と地域振興策を
一緒に考える

議論を踏まえ
委員会として検討する

問　
３
年
を
超
え
混
乱
し

た
ル
ー
ト
問
題
も
や
っ

と
地
元
合
意
が
得
ら
れ
た
。

　
早
期
実
施
に
向
け
て
の

町
の
推
進
策
を
示
せ
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

飯
岡
地
区
４
自
治
会
長

か
ら
道
路
建
設
促
進
の
陳

情
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

道
路
を
利
用
し
た
地
域

の
発
展
を
考
え
る
た
め
に

地
域
住
民
の
意
見
を
聴
く

場
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

地
域
振
興
策
を
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

美
作
岡
山
道
路
計

画
の
推
進
は
飯
岡
地
区
・

柵
原
地
域
・
美
咲
町
の
発

展
の
た
め
ど
う
し
て
も
必

要
な
事
業
で
あ
る
。

　

私
も
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
た
い
。

問　
道
路
計
画
に
起
因

し
て
滝
谷
池
の
改
修

計
画
や
内
水
対
策
事
業
も

遅
延
し
て
い
る
。

　
一
日
も
早
い
全
面
改
修

や
早
期
着
工
が
地
区
住
民

の
悲
願
だ
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

地
域
振
興
・
滝
谷
池
防
災

事
業
・
内
水
対
策
事
業
は
美

作
岡
山
道
路
の
用
地
確
定
が

早
期
着
工
に
つ
な
が
る
。

　

県
・
町
が
協
力
し
て
早

期
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
先
の
県
知
事
選
挙

に
お
い
て
、
町
内
に

３
カ
所
設
置
さ
れ
た
期
日

前
投
票
所
の
う
ち
旭
・
柵

原
の
投
票
所
を
期
間
短
縮

し
た
理
由
は
何
か
。

答
延
原
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長

　

県
知
事
選
挙
は
選
挙
期

間
が
長
期
で
あ
る
こ
と
か

ら
①
有
権
者
の
利
便
性
②

こ
れ
ま
で
の
投
票
状
況
③

投
票
所
の
管
理
運
営
状
況

④
経
費
⑤
周
辺
市
町
村
の

対
応
状
況
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
た
。

　

ま
た
、
投
票
所
の
期
間

短
縮
に
つ
い
て
は
、
通
常

の
選
挙
以
上
に
周
知
を
行

い
啓
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

７
月
に
行
わ
れ
た
参
議

院
選
挙
で
も
同
様
の
結
果

で
あ
っ
た
た
め
、
投
票
率

の
低
下
に
は
別
の
課
題
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問　
選
挙
管
理
委
員
会

は
有
権
者
が
投
票
し

や
す
い
環
境
、
機
会
を
確

保
す
る
の
が
責
務
で
あ
る
。

　
住
民
感
情
に
も
配
慮
し
、

投
票
率
向
上
の
た
め
期
間

短
縮
は
再
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
延
原
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長

　

投
票
率
が
上
が
ら
な
い

現
状
を
踏
ま
え
、
細
か
い

配
慮
が
必
要
と
感
じ
た
。

　

今
回
の
議
論
も
踏
ま
え

委
員
会
で
検
討
す
る
。

延原正憲 議員

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

投票率向上への配慮を

早期開通が待たれる柵原インターチェンジ



町政を問う
一般質問

質問

答弁

みさき15

金谷髙子 議員

災害から地域をどう守るか

給
食
の
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
対
応
は

食
育
で
指
導
し
て
い
く

自主防災組織の支援を行う

問　
近
年
、
自
然
災
害

が
全
国
で
多
発
し
て

い
る
が
、
住
民
の
安
全
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
。

　
①
自
主
防
災
組
織
の
現

状
は

　
②
自
治
体
の
役
割
は
。ま

た
、タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
。

　
③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
果
た
す
役
割
は
。

　
④
防
災
士
の
受
講
者
の

人
数
は
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

①
自
主
防
災
組
織

は
１
０
０
％
で
き
て
い
る

が
、
組
織
的
防
災
活
動
が

で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。

　

地
域
に
出
か
け
て
活
動

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

②
自
主
的
防
災
活
動
の

活
動
支
援
、
行
動
計
画
の

修
正
ま
た
情
報
伝
達
、
避

難
所
の
開
設
な
ど
に
対
応

し
て
い
く
。

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、

時
系
列
に
整
理
し
て
、
防

災
の
た
め
の
行
動
計
画
を

立
て
る
こ
と
。

　

③
自
治
会
単
位
で
の
自

助
、
共
助
の
精
神
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

災
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
果
た
す
役
割
の
大
き

な
と
こ
ろ
だ
。

　

④
防
災
士
養
成
講
座
が

28
年
11
月
20
日
、
真
庭
市

で
行
わ
れ
中
央
２
人
、
柵

原
４
人
が
受
講
し
た
。

問　
国
内
で
は
ま
だ
食

べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
て
い
る
食
品
（
食
品

ロ
ス
）
が
年
間
６
３
２
万

ト
ン
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
民
が
毎
日
ご
飯
を

茶
碗
１
杯
捨
て
る
こ
と
に

な
る
。

　
①
本
町
の
食
品
ロ
ス
削

減
の
取
り
組
み
は
。

　
②
学
校
給
食
の
食
べ
残

し
状
況
は
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

①
各
地
域
の
サ
ロ

ン
で
の
調
理
実
習
な
ど
で

は
食
育
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
は
し
て
い
る
が
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
は

で
き
て
い
な
い
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

②
小
中
学
校
で
１

日
に
出
る
生
ご
み（
ご
飯
、

お
か
ず
）
は
12
㎏
、
牛
乳

が
少
な
い
と
き
で
30
本
、

多
い
と
き
は
80
本
が
廃
棄

さ
れ
る
。

　

校
長
会
や
栄
養
士
と
相

談
し
て
い
き
た
い
。

問　
食
べ
残
し
は
、小
学

校
は
少
な
い
が
中
学

校
で
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
食
の
指
導
を
し
て
い
る

が
効
果
が
で
て
い
な
い
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

食
べ
残
し
を
減
ら

す
よ
う
折
に
触
れ
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

今
以
上
の
食
育
指
導
を
通

し
て
学
校
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

成長期に給食は大切！！
「牛乳はしっかり飲みましょう」

子どもたちで作った安全マップ
（周佐地区・19年8月作成）
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町のシンボル的施設とは何か

人づくりの積極的な
取り組みを

官民連携の複合施設を
考えている

さらに拡充した
取り組みを進めたい

問　
中
央
運
動
公
園
周

辺
の
活
用
策
調
査
を

28
年
の
６
月
議
会
で
承
認

し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況

は
。

　
ま
た
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

的
施
設
と
は
何
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

み
さ
き
創
生
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
の
中
に

多
世
代
交
流
・
生
活
や
福

祉
の
拠
点
づ
く
り
と
い
う

施
策
が
あ
る
。

　

そ
れ
を
展
開
し
中
央
運

動
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
周
辺
の
公
共
施
設
の

再
編
成
と
併
せ
て
既
存
・

新
設
施
設
の
一
体
的
整
備

を
図
る
。

　

検
討
を
し
た
結
果
、
国

の
支
援
事
業
で
公
民
連
携

研
究
財
団
に
委
託
し
て
関

係
団
体
、
有
識
者
11
人
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
た
。

　

そ
こ
で
中
央
運
動
公
園

の
施
設
が
一
体
と
し
て
民

間
参
入
・
委
託
が
で
き
る

か
、
先
進
地
視
察
も
行
い

議
論
し
て
い
る
。

　

29
年
２
月
中
に
成
果
を

取
り
ま
と
め
た
い
。

答
定
本
町
長

　

中
央
運
動
公
園
前

の
国
道
53
号
は
、
１
日
平

均
約
１
万
８
千
台
の
交
通

量
が
あ
る
。
施
設
に
ど
う

い
う
魅
力
が
あ
り
、
民
間

業
者
が
関
心
を
持
つ
か
調

査
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
官
民
連
携
の

複
合
施
設
を
考
え
て
い
る
。

問　
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
で
あ
る
人
づ

く
り
に
お
い
て
、各
種
事
業

を
行
っ
て
い
る
が
今
後
、
新

た
に
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

　
ま
た
、
職
員
研
修
に
、

民
間
へ
の
派
遣
、
消
防
署

へ
の
初
任
者
研
修
な
ど
考

え
て
は
ど
う
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

町
職
員
の
研
修
は
、

多
種
多
様
化
す
る
事
業
な

ど
に
対
し
て
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
。

　

津
山
市
、
勝
央
町
が
行

っ
て
い
る
消
防
署
へ
の
研

修
は
、
検
討
し
た
い
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

通
い
の
場
を
推
進

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

人
づ
く
り
の
視
点
が
重
要

で
あ
り
、
自
助
・
共
助
の

意
識
が
芽
生
え
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

答
稲
谷
こ
ど
も
課
長

　

幼
児
期
か
ら
の
英

語
教
育
を
行
い
、
国
際
化

に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り

を
拡
充
し
た
い
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
２
人
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
る
。

答
柴
原
教
育
長

　

英
語
教
育
に
つ
い

て
は
学
習
指
導
要
領
が
改

訂
さ
れ
、
32
年
度
か
ら
小

学
校
5
・
6
年
生
は
教
科

で
、
3
・
4
年
生
が
活
動

で
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

　

前
向
き
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

松島　啓 議員

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

先進地の状況を視察

手づくりのウェディングパーティー
（江与味）
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有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

山　剛 議員

庁舎玄関に
点字ブロックの設置を

町
道
両
脇
の
支
障
木
処
理
を
早
急
に

早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

専門家の意見を聞き検討する

問　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は

岡
山
県
が
全
国
で
最

初
に
手
掛
け
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
本
庁
の
玄
関
に

は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
柵
原
総
合
支
所
は
玄
関

先
の
ス
ロ
ー
プ
を
上
が
っ

た
場
所
に
５
ｍ
設
置
し
て

あ
る
が
延
長
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
旭
総
合
支
所
は

玄
関
周
り
の
改
修
を
し
た

が
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設

置
は
な
か
っ
た
。

　
庁
舎
玄
関
へ
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
設
置
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
人
の
誘
導
の
た
め
に

は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
大

切
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
他

の
障
が
い
の
あ
る
人
の
通

行
に
支
障
が
な
い
よ
う
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
検
討

し
た
い
。

答
森
廣
柵
原
総
合
支
所
長

　

来
庁
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
安
全
を
第
一
に
検
討

し
て
い
く
。

答
難
波
旭
総
合
支
所
長

　

改
修
に
よ
り
玄
関

西
側
の
ス
ロ
ー
プ
の
屋
根

を
延
長
し
車
寄
せ
の
カ
ー

ポ
ー
ト
の
設
置
と
、
そ
れ

に
伴
い
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を

設
け
来
庁
者
の
対
応
を
行

っ
て
い
る
。

問　
町
道
両
脇
が
、
雑

木
・
か
ず
ら
な
ど
で

ト
ン
ネ
ル
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

に
害
虫
が
入
り
断
線
し
た

事
例
も
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
雪
で
竹
な
ど
が
倒
れ

通
行
で
き
な
く
な
る
場
合

も
あ
る
。

　
早
期
に
解
消
で
き
な
い

か
。答

矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

町
道
両
脇
が
民
地
の
場

合
、
所
有
者
の
承
諾
な
し

で
勝
手
に
切
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

所
有
者
が
切
る
の
が
基

本
で
あ
り
、
ま
ず
は
地
域

で
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　

地
域
で
対
応
が
で
き
な

い
場
合
は
、
要
望
書
に
よ

り
町
で
対
応
し
て
い
く
。

　

今
年
度
か
ら
２
班
体
制

で
道
路
の
維
持
作
業
を
行

っ
て
お
り
、
大
き
な
木
は

森
林
組
合
に
お
願
い
し
て

い
る
。

答
光
嶋
情
報
交
通
課
長

　

26
年
度
の
秋
よ
り

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

が
通
っ
て
い
る
箇
所
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
支

障
が
出
る
道
路
の
伐
採
を

行
っ
て
い
る
。

　

相
当
な
延
長
が
あ
る
の

で
財
政
部
門
・
建
設
部
門

と
調
整
を
行
い
、
早
急
に

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

障がい者にやさしい町へ

たくさんあります美咲のトンネル
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質問

答弁
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クリーンセンター開設に伴う
ごみの分別状況は

命の笛の普及はできないのか

苦情もなく３Ｒも順調である

自主防災組織での対応を

問　
28
年
４
月
か
ら
本

格
稼
動
し
て
い
る

が
、
収
集
場
所
・
収
集
量

な
ど
町
民
へ
の
対
応
は
順

調
か
。

　
ま
た
、
分
別
状
況
な
ど

資
源
化
に
向
け
た
取
り
組

み
へ
の
問
題
は
な
い
か
。

答
牧
野
住
民
課
長

　

収
集
日
・
回
数
に

つ
い
て
の
苦
情
は
な
い

が
、
稼
動
当
初
は
ご
み
の

収
集
が
で
き
て
い
な
い
収

集
場
所
も
あ
り
早
急
な
対

応
を
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
分
別

協
力
に
よ
り
可
燃
ご
み
の

搬
入
量
が
減
少
、
資
源
ご

み
の
搬
入
量
は
増
加
し
て

お
り
３
Ｒ
（
ご
み
の
発
生

抑
制
・
再
使
用
・
再
生
利

用
）
も
順
調
で
あ
る
。

問　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
補
助
制
度
の
利

用
状
況
お
よ
び
新
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
児
童
生
徒

の
視
察
な
ど
の
計
画
は
。

答
牧
野
住
民
課
長

　

整
備
費
に
つ
い
て

は
、
27
年
10
月
か
ら
収
集

場
所
の
統
廃
合
を
目
的
と

し
た
補
助
金
が
新
設
さ

れ
、
改
修
整
備
の
補
助
金

と
と
も
に
町
内
全
域
で
利

用
が
あ
り
収
集
施
設
の
整

備
も
進
ん
で
い
る
。

答
柴
原
教
育
長

　

小
学
４
年
生
で
社

会
科
見
学
と
し
て
す
べ
て

の
学
校
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
施
設
見
学
を
し
て

い
る
。

問　
命
の
笛
と
は
ス
ト

ー
ム
ホ
イ
ッ
ス
ル
と

呼
ば
れ
、
人
が
一
番
聞
き

や
す
い
音
に
な
っ
て
お

り
、
家
屋
の
倒
壊
ま
た
は

身
に
危
険
が
及
び
そ
う
な

時
な
ど
に
利
用
が
で
き
る
。

　
子
ど
も
な
ど
の
防
犯
用

具
と
し
て
利
用
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
購
入
に
当
た
っ
て
一
部

補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

防
犯
関
係
で
は
、自

主
防
災
組
織
の
非
難
道
具

の
セ
ッ
ト
の
中
に
含
め
て
購

入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

地
域
で
の
避
難
訓
練
な

ど
の
補
助
金
で
購
入
す
る
こ

と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

子
ど
も
の
防
犯
対

策
に
も
有
効
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

本
町
で
は
防
犯
交
通
安

全
対
策
と
し
て
小
学
１
年

生
に
贈
呈
し
て
い
る
中
に

防
犯
笛
も
あ
る
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

今
後
は
高
齢
者
の

認
知
症
問
題
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

担
当
課
と
し
て
は
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

提
案
の
命
の
笛
は
何
ら

か
の
時
に
非
常
に
有
効
な

方
法
と
感
じ
ら
れ
る
。

答
定
本
町
長

　

補
助
金
に
つ
い
て

は
各
自
治
会
の
自
主
防
災

組
織
の
備
品
購
入
で
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

山本宏治 議員

もっと減らそう可燃ごみ

身を守る命の笛
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形井　圓 議員

予算化された事業は
早期着工すべきでは

対
象
者
全
員
に
支
給
す
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　
制
度
の
趣
旨
だ

未
申
請
者
に
は
再
度
通
知
を
行
う

年度内に発注する予定

問　
28
年
度
事
業
で
、

特
に
藤
原
地
区
の
下

水
道
雨
水
対
策
事
業
が
着

工
で
き
て
い
な
い
と
聞
く

が
、
町
長
、
副
町
長
は
、

地
元
調
整
に
出
向
い
て
い

る
の
か
。

　
「
中
央
か
め
っ
ち
。ゴ
ル

フ
場
」
の
ト
イ
レ
建
設
、

加
美
橋
か
ら
加
美
小
学
校

通
学
路
新
設
工
事
な
ど
は

28
年
３
月
議
会
で
承
認
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
な
ぜ
い
ま
だ
に
着
工

で
き
て
い
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
他
に
も
未
着
工

の
事
業
は
な
い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

藤
原
地
区
の
雨
水

対
策
に
つ
い
て
、
難
航
し

て
い
る
と
聞
い
て
は
い
る

が
調
整
の
会
議
に
は
参
加

し
て
い
な
い
。

　

今
後
対
応
し
て
い
く
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　
「
中
央
か
め
っ
ち
。

ゴ
ル
フ
場
」
の
ト
イ
レ
建

設
は
、
設
計
委
託
に
期
間

を
要
し
、
工
事
の
入
札
が

遅
れ
て
い
る
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

加
美
橋
か
ら
加
美
小
学

校
通
学
路
は
、今
年
度
は
測

量
設
計
と
用
地
測
量
、工
事

は
来
年
度
か
ら
着
工
す
る
。

　

ま
た
、
工
事
着
手
で
き

て
い
な
い
路
線
が
13
路
線

あ
る
が
、
用
地
取
得
に
日

数
を
要
し
た
こ
と
な
ど
の

理
由
が
あ
り
、
年
度
内
に

発
注
す
る
予
定
だ
。

問  

28
年
度
は
高
齢
者

向
け
の
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
、
美
咲
町
高
齢
者
黄
福

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
臨
時
福
祉
給

付
金
の
27
年
度
は
支
給
割

合
が
83
％
と
大
変
低
い
。

　
入
院
中
や
施
設
入
所
の

人
、
通
知
書
が
理
解
で
き

な
い
人
も
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
対
象
者
全
員
に
支
給
す

る
の
が
制
度
の
趣
旨
で
あ

り
、
未
申
請
の
人
に
も
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る

の
が
職
員
の
責
務
で
は
な

い
か
。

　
１
０
０
％
支
給
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
他
の
新
規
給
付

金
は
28
年
３
月
14
日
付
け

で
要
綱
が
告
示
さ
れ
て
い

る
が
、
高
齢
者
黄
福
給
付

金
の
要
綱
は
で
き
て
い
る

の
か
。

答
福
田
福
祉
事
務
所
長

　

対
象
者
に
は
、
申

請
書
を
送
付
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
報
誌
、
行
政

放
送
で
お
知
ら
せ
を
し
、

申
請
書
は
簡
単
に
申
請
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

交
付
要
綱
の
告
示
は
28

年
10
月
１
日
か
ら
公
告
を

行
っ
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

高
齢
者
黄
福
給
付

金
の
未
申
請
者
に
は
再

度
、
通
知
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

予算化されているのに未着工

全ての対象者に給付金の支給を



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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地域に残る若者に支援策を

生活困窮者へ各課の
連携対応を

いかに魅力ある
地域づくりをするかだ

関係各課と取り組む

問　
町
内
で
も
中
心
部

に
人
口
、
若
者
が
集

中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
東

京
一
極
集
中
の
美
咲
町
版

だ
。

　
山
間
地
か
ら
若
者
、
人

が
い
な
く
な
る
と
町
は
ど

う
な
る
の
か
。

　
地
元
に
残
り
地
域
活
動
、

高
齢
者
支
援
の
核
に
な
る

若
者
へ
支
援
が
必
要
で
は
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

中
心
部
へ
の
分
譲

地
施
策
は
、
同
じ
町
内
で

あ
り
「
美
咲
町
に
定
住
」

す
る
意
味
で
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
。

　

担
当
課
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
20
年
、
30
年

後
の
姿
を
地
区
民
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
。

答
岡
部
副
町
長

　

自
助
・
共
助
が
難

し
く
な
る
が
、
公
助
も
役

場
も
人
が
減
っ
て
難
し
く

な
る
。

　

定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
中
で
も
、
ま
ず
県
内

に
、
次
に
作
州
、
そ
し
て
美

咲
町
に
定
住
す
る
よ
う
に

目
線
を
広
く
考
え
て
い
た
。

　

地
元
で
な
く
と
も
町
内

で
便
利
な
暮
ら
し
方
を
考

え
て
も
い
い
の
で
は
。

答
定
本
町
長

　

人
生
を
快
適
に
過

ご
し
た
い
が
若
者
に
残
れ

残
れ
で
は
済
ま
な
い
。

　

い
か
に
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
す
る
か
だ
。

　

議
員
か
ら
も
若
者
が
残

る
施
策
を
提
案
し
て
ほ
し
い
。

問　
格
差
社
会
と
い
わ

れ
格
差
拡
大
が
進
ん

で
い
る
。

　
低
所
得
者
支
援
も
行
政

の
務
め
。

　
滞
納
者
の
生
活
状
況
を

把
握
し
、
生
活
困
窮
者
の

相
談
窓
口
の
福
祉
事
務
所

と
税
務
課
が
連
携
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
遠
藤
税
務
課
長

　

税
務
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
そ
れ
に
抵
触

し
な
い
形
で
福
祉
事
務
所

と
連
絡
は
で
き
る
。

答
牧
野
住
民
課
長

　

福
祉
事
務
所
と
情

報
交
換
・
共
有
が
必
要
で

適
切
な
支
援
活
動
に
務
め

て
い
る
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

今
後
、
困
窮
対
策

が
基
本
か
と
思
う
。

　

社
会
保
障
の
原
点
に
戻

り
取
り
組
み
た
い
。

答
稲
谷
こ
ど
も
課
長

　

こ
ど
も
課
は
虐
待

や
暴
力
な
ど
福
祉
事
務
所

と
連
携
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

常
に
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
。

答
福
田
福
祉
事
務
所
長

　

福
祉
事
務
所
で
は

生
活
困
窮
者
の
自
立
相
談

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

自
立
支
援
法
で
困
り
ご

と
、
相
談
ご
と
の
支
援
、

経
済
的
自
立
へ
の
支
援
、

地
域
で
の
支
え
合
い
、
生

活
保
護
制
度
の
活
用
な
ど

幅
広
く
対
応
で
き
る
の
で

相
談
し
て
ほ
し
い
。

岡田　壽 議員

美咲町版一極集中（完売した分譲地）

相談窓口はこちら（福祉事務所）
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答弁
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松田英二 議員

小規模災害への救済と
予防の方策が必要

制度の見直しを協議して検討する

問　
本
町
の
よ
う
な
典

型
的
な
中
山
間
地
域

で
は
、
大
雨
や
長
雨
が
続

い
た
場
合
、
土
砂
崩
れ
な

ど
の
災
害
が
発
生
す
る
リ

ス
ク
は
極
め
て
高
い
確
率

で
存
在
す
る
。

　
災
害
復
旧
事
業
で
は
救

済
で
き
な
い
宅
地
へ
の
小

規
模
な
災
害
が
町
内
で
頻

繁
に
発
生
し
て
い
る
状
況

は
確
認
で
き
て
い
る
の
か
。

答
國
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

農
地
や
公
共
土
木
施
設

の
災
害
は
災
害
復
旧
事
業

で
対
応
し
て
い
る
が
、
住

宅
地
の
裏
山
が
崩
れ
た
も

の
な
ど
は
条
件
が
厳
し
い

た
め
対
応
で
き
て
い
な
い
。

　

過
去
の
状
況
は
、記
憶
し

て
い
る
も
の
だ
け
で
も
７

件
程
度
は
確
認
し
て
い
る
。

問  

本
町
に
は
住
民
の

安
心
と
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
制
度
と
し
て

「
宅
地
災
害
土
砂
取
り
除

き
事
業
」
や
「
生
活
道
路

整
備
事
業
」
な
ど
の
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
制
度
を
拡
充
す

る
こ
と
で
宅
地
の
災
害
を

救
済
・
予
防
す
る
制
度
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
対
応

策
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
十
分
に
協
議
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町村議会議員が一堂に会す

あらゆる災害から
命を守る準備と行動

視覚障害の人への
理解を深める活動

人権教育の積極的な推進

　11月14日、岡山県内12町村の議会議員が参加
した研修会が開催されました。
　防災アドバイザーとして活躍する防災システ
ム研究所の山村武彦所長を講師に迎え「地方自治
体における防災危機管理」と題した講演の中で貴
重な意見を伺いました。

　11月15日、美咲町人権教育推進協議会が行う
研修会が開催されました。
　島根あさひ訓練センターで実践されている盲
導犬訓練の様子を視察することで、視覚障害に対
する理解を深め、学んだことを人権推進活動につ
なげていきます。
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農林・公共土木施設災害復旧件数

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度
■中央地域 40 252 35 5 0 20
■旭地域 38 69 31 0 0 10
■柵原地域 9 87 35 0 2 12
■計 87 408 101 5 2 42

40 35 35
20

1012
4238 31

87
69
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252
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（件）

9 5 00 00 25 2
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≪︎2013（H25）年

≪︎2014（H26）年

美咲町議会 ４年間の軌跡 美咲町
議会だより
32号〜46号

貝阿彌議長・岡田副議長
体制でスタート

議会改革特別委員会を設置
定数・報酬などを審議

第２回議会報告会を開催

全国議会広報コンクールで
奨励賞を受賞第３回議会報告会を開催

議会への町民アンケート
を実施定住対策特別委員会を設置



みさき23

≪︎2015（H27）年

≪︎2016（H28）年

美咲町議会 ４年間の軌跡

次回改選時から議
員定数を１４人に削
減決定

合併10周年記念特
集号で議会だより
の誌面刷新

中学生議員が初の
子ども議会を開催

全国から視察団が
美咲町へ来町

小学校６年生が初
めて議会本会議を
傍聴

第4回議会報告会・
意見交換会を開催

貝阿彌議長が全国
議長会特別表彰を
受賞

美咲町議会政治倫
理規定を制定
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ま
だ
ま
だ
寒

さ
厳
し
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
が
、

日
差
し
に
は
力
強
さ
が
増

し
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
は
こ
の
4

月
改
選
期
か
ら
2
人
減
の

14
人
、
二
つ
の
常
任
委
員
会

で
再
出
発
し
ま
す
。

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委

員
会
は
6
人
体
制
の
ま
ま

で
す
が
、
常
任
委
員
会
化

に
向
け
て
広
報
の
役
割
強

化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
町
民
の
皆

様
が
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
手
に

取
り
読
ん
で
も
ら
え
る
広

報
誌
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
47
号
の
ご
感
想

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で

す
。

　
（
延
原
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
金
谷
　
髙
子

副
委
員
長
　
左
居
　
喜
次

山
　
　
剛

延
原
　
正
憲

松
田
　
英
二

江
原
　
耕
司

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第27回

　伝
統を後世

に

　昭和４５年から活動しています。
●いつ頃から活動していますか●

　みんなでだんじりをつくり、宵まつりから本
まつりにかけて子どもたちと氏子の家をまわ
り、お祝い獅子舞を行い、一緒にごちそうを
いただいて、楽しんでいることです。

●楽しいことは何ですか●

　１０月の秋の例大祭のときに、宵まつりから
本まつりにかけてだんじりを運行し、神社で奉
納獅子舞を行います。
　以前は、小学校や保育園へ出向いて獅子舞
を行っていましたが、最近では新築や出産な
どのお祝い事があるところで行っています。

●どんな活動をしていますか●

　これまでのようにお祝い事やイベントに参加
して少彦名神社の獅子舞を披露し、子どもた
ちに伝統を伝えていきたいです。

●これからの活動は●

　旧旭町の氏子有志による集まりです。現在
は、３０代から７０代までの１４人です。

●メンバー構成は●

　各地域の伝統行事を続けている団体の紹介
をしていただけたらと思います。

●議会に一言お願いします●

　私たちが子どものころは獅子舞が行われて
いましたが、仕事で地元（旧旭町）へ帰ってきた
ときにはなくなっていました。
　氏子で旧久米町油木北の人と復活しようとい
う話になり、有志が集まり活動を始めました。

●活動を始めたきっかけは●

少
彦
名
神
社
旭
奉
賛
会

す
く
な 

ひ 

こ

　 

な    

じ 

ん 

じ 

ゃ 

あ
さ
ひ 

ほ 

う 

さ 

ん 

か 

い 地域の文化継承に
期待しています。


